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レポートボックス３ー３　応用線形代数

1. 下に与えられた f : R2 −→ Rの点 x∗ = (0, 0)T での２次近似

g(x) = f(x∗) +∇f(x∗)T (x− x∗) +
1

2
(x− x∗)THf(x∗)(x− x∗) (1)

を求めよ．また，f(x)との残差つまり f(x)− g(x)も求めよ．

f(x) =
1

3
x31 − x1x2 −

1

6
x32 + 2x21 − x2 + 3x1 + 7

2. 一般的に，g : R −→ Rが (1)で与えられているとき（つまり n = 1で変数などがスカラーの場
合），x∗が g(x)の最小点であるための必要十分条件は∇f(x∗) = 0とHf(x∗) ≥ 0であること
を示せ．
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